








はじめにハイ・リスク新生児に対する医療は，最近では多くの医療施設で NICU を中心に積

極的に行なわれ,ハイ・リスク新生児の救命と心身障害の発生予防に貢献してきている。個

々の医療施設だけでなく,地域全体として新生児医療の地域化に成功し,効果を挙げている

ところも徐々に増してきている。 

しかし,ハイ・リスク新生児の管理は新生児医療施設で終わるわけではない。NICU や特別

養護室で治療され，回復室や保育室を経て施設を退院する児は,その時点で,いわば正常新

生児の新生児室退院と同じスタートラインに立ったともいえ,その後の定期的な健康診査,

社会(家庭)生活への適応の援助,異常が疑がわれる場合の適切な事後措置など継続的な,長

期間にわたる管理が不可欠である。継続的な管理により,新生児学の最終的な目標である後

障害なき救命intact surviva1が達せられたかどうかを確認していくことは,新生児期の管

理を更に向上させていくためにも必要である。 

ハイ・リスク新生児の新生児期の医療が急速に進歩してきているのに比べて,施設退院後の

継続的な管理に関しては現状ではその体制づくりが遅れていると考えられる。 

本研究班では今年度は新生児医療施設における退院後の管理,保健所等における地域的管

理,事後措置についてのりハビリテーション機関の関与等について現状を知ることを目的

に研究した。 


